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「誇り・魅力・やりがい」向上に向けた取組の方向性

広報

ビジョン

• 建設現場の将来像の提示
• 職業理念、高い技術力⇒社会における役割、価値の創出

広報

コンセプト

• キャッチフレーズ、スローガン（プロor公募）

個別対象戦略

• ①国民 （世論、評判、話題）⇒理解、共感、協力へ

• ②業界人材（現役、現場、協会団体、協力者）⇒価値共有
• ③メディア（関係構築）
• ④未来人材（学生・子ども）・保護者
• ⑤業界、BtoB（連携、協力、研究）、地元企業、地域

【広報・リブランディング戦略の観点から検討】

建設業の存在意義 「日本の国土・まちを『つくる』・『まもる』（仮）」

田中委員長ご提供資料より作成 1



具体的な取組のポイント

③上記対象層で、これまでの取組、先進事例を整理し、

求心力ある広報活動へ ⇒新たなブランド

③上記対象層で、これまでの取組、先進事例を整理し、

求心力ある広報活動へ ⇒新たなブランド

②対象層の意識・関心に合わせた

コンテンツ&メディア展開
②対象層の意識・関心に合わせた

コンテンツ&メディア展開

①内部&外部
同時進行で統一感のある活動と発信

①内部&外部
同時進行で統一感のある活動と発信
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学 生
（将来の担い手）
（女子学生含む）

父親、母親
（特に母親）

国民一般
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日本の国土・まちを
『つくる』・『まもる』（仮）

社員
（女性・外国人含む）

大 手

中 小

専門工事業

調査→設計→施工→維持管理

建設業の存在意義

Internal（内部）

行 政
（発注者）

External（外部）

建設業の存在意義とステークホルダー

他業界
（IT、AI分野等）

建設業界

マスコミ
（新聞、テレビ 等）

コンサル・
測量・地質
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１つの「もの」が出来るまで ～多様な関係者の関与～

・測量

・土質調査

・用地調査
・

・

・

維持管理調査 設計 施工

・本体設計

（概略設計、

予備設計、

詳細設計）

・付帯構造物設計
・

・

・

・仮設工

・土工

・型枠工

・鉄筋工

・コンクリート工
・

・

・

・点検

・修復

・除草
・

・

・
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ターゲットの絞り込み

技術者 技能者 父親・母親学 生

Internal
（内部）

○様々なステークホルダーがある中、建設現場の創り手である「技術者」「技能者」、

および将来の建設業を担う「学生」「父親・母親」を意識。

日本の国土・まちを
『つくる』・『まもる』（仮）

建設業の存在意義

External
（外部）

ターゲットの明確化
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建設業の将来像（新たな価値）

働き方改革
（働き手への投資・変革・

環境改善）

使命感（つくる・まもる）・
チャレンジ

（創意工夫・社会貢献）

生産性革命
（ハイテクの開発・導入・普及、

新３Kの定着）

○建設業の普遍の価値（存在意義）を踏まえて、今後、情報発信を行うべき建設業の

将来像を３方向提案。

○その際、建設業の価値を提供する主役である「創り手」（人）にフォーカス。

建設業の将来像
（新たな価値）
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ターゲット（ステークホルダー）の関心にあわせた施策展開

○ターゲット毎に、コンセプトに沿った具体的な施策を全国展開で実施。
○ターゲットの意識・関心にあわせた取組を展開、全体へ普及、継続的な取組とする。

リブランディング
コンセプト

ターゲット

働き方改革
（イガイに「おしゃれ」・
「かっこいい」）

生産性革命
（イガイに「ハイテク」・

「スマート」）

チャレンジ（つくる・まも
る）・使命感

（「地域の守り手」）

Internal
（内部）

技術者

技能者

・柔軟な人員配置

・女性活躍の推進

・外国人が働きやすい
環境の構築

・i-Constructionの推進

・革新的技術の開発と現
場への導入促進
（PRISM等）

・工事銘板（電子銘板）
による技術情報の発信

・災害対応時における
着用物の統一化

・社会貢献活動

External
（外部）

学 生

父親・母親

・建設生産プロセス毎
のイメージ映像の発信

・イメージ映像の発信

・建設技術展・出前講座
等の開催

・学会での表彰や他業
界との連携

・人を育てる「頼もしい建
設業」の発信

・まちづくり・地域とのコ
ミュニケーション

・「地域の守り手」として
の誇り・やりがいの発信
（イメージ映像等）
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○関東地整では、本年度からTEC-FORCE派遣の際に災害対策車両等のオペレーションを行う民間企業等
（災害協力団体）のスタッフに専用にビブスを貸与し、着用協力を求めているところ。

○災害対策作業に従事する民間企業等（災害協力団体）の活動状況についてもTEC-FORCE活動の一環と
して広報を行うとともに、地域の安全・安心の確保や社会貢献できる誇りを皆で共有。

【現在の取組】
○災害現場へ派遣される際に国土交通省統一ビブスを着用 ○横断幕又はマグネット式ネームプレートを車両に貼付

＜情報発信＞
○災害現場での活動状況を関東地方整備局ホームページ、Facebook、twitterを用いて広報

【新たな取組】
○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ派遣の際に災害対策車両等のオペレーションを行う
民間企業（災害協力団体）スタッフ用ビブスを調達し、平成３１年度か
ら災害出動の際に着用を協力依頼。
○災害対策車両等を保有する各事務所に事前配布し、災害出動の際に
民間企業（災害協力団体）へ貸与。
○九州地方整備局において平成２９年度に調達した災害協力団体用ビ
ブスとデザインを統一。
○着用の想定：災害対策車両等の運転・操作及びＵＡＶの操作等のＴＥＣ
－ＦＯＲＣＥに同行し、災害復旧等を行う場合。

①災害対応時における着用物の統一化（第3回資料を再掲）
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被災現場での測量技術者達（広島）東京都測協の統一作業服

①災害対応時における着用物の統一化（第3回資料を再掲）



UI（User Interface） ：ユーザーと情報の接点
例）Webサイト上のデザイン・フォントもインターフェイス
製品であれば、外観などユーザーの視覚に触れる情報など

UX（User Experience）：それを通じて得られる体験価値
例）Webサイトの場合、デザインが綺麗、見やすいなど

UIの観点からの課題
従来の設置箇所は、人目に触れる機会が乏しいた
め、SNSの活用や道の駅、展望台など多くの人の
目に触れる手段・場所を検討

UXの観点からの課題
どれだけの人々に見てもらったか、見た側の反応を
検証し、目的と効果を踏まえて検討

事例：長野県 上高地トンネル

銘板 裏面

国土交通省では、技術者の「誇り向上」や「存在の可視化」を目的として、建設工事に従事した技術
者名を銘板に刻銘する取組みを実施中
設置対象構造物の拡大や、記載する技術者を下請企業の専門技術者にまで拡大している。
より効果的な展開に向け、目的とターゲットを明確にし、更に、UI/UXの視点を踏まえた検討が必要

②銘板への技術者記載の取組（第３回会資料の再掲）
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②工事関係技術者の名前を刻んだ銘板の取組（第３回会資料の再掲）
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○関東地整では、土木工事の銘板について、運用基準を改定し、対象構造物及び対象技術者を拡大。

○技術者の軌跡を残すことで土木技術者の誇りとやりがいを伝え、担い手確保に繋がることを期待。

○現場技術者からも「仕事への大きな魅力と誇りを改めて」実感するなど、好意的な意見が得られた。

新規追加項目

１．対象構造物
①擁壁②カルバート③橋梁上部工④橋梁下部工⑤トンネル⑥堰⑦水門
⑧樋門（樋管）⑨砂防堰堤⑩シェッド⑪大規模法面⑫（揚）排水機場

２．対象技術者
【設計】 会社名、設計責任者氏名
【施工】 元請会社： 会社名、監理（主任）技術者氏名、現場代理人氏名、担当技術者氏名

下請会社： 会社名、専任の主任技術者氏名

３．銘板記載事項（イメージ）



②電子銘板の取組事例（長崎県） （第３回会資料の再掲）
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③女性活躍の推進

○女性土木技術者の人生設計・ワークライフバランスについてロールモデルが不足しているこ
とから、経験談を伝え、精神的なサポートができる体制・繋がりの構築が必要。
○女性土木技術者が活躍しやすい環境、仕組み（ジョブリターン、知識共有の場等）が大事。
○上記の取り組みを、会社や職場の枠を越えて情報共有する交流の場の設置が重要。

女性技術者・技能者の
意見交換会・交流会

参照：建設業女性の活躍応援ケースブック

参照：（一社）土木技術者女性の会 東日本支部

女性技術者と土木現場体験
建設産業女性活躍ケースブック
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④建設現場のイメージ映像の発信

建設業を紹介する映像「建設現場へＧＯ！」

【従来】
企業・団体各々が動画を作成
・本編動画時間は数十分

・ダイジェスト動画時間は数分

【提案】
ステークホルダーである若者に
着目した短尺動画の一括化

○建設事業の多様な職種、業務に関して各企業、建設業団体が仕事のイメージ映像を積極的
に発信しており、この映像を国で集約し一括化し発信を行う。
○国土交通省のHPや地方整備局、道の駅、工事現場等にてイメージ・専門工事映像を流すこ
とで将来の担い手の学生、両親、学校関係者に建設業の理解・魅力を深める。

○○建設
の動画

△△工業
の動画

□□建設
の動画

SNS等を用いて
コンテンツ素材を収集

人目の付くところで情報発信
・国土交通省HP、地方整備局のロビー
・道の駅、工事現場等のモニター

ポータルサイトによる一括化



⑤点から面となった取組へ ～官民一体となった体制の構築～ （第3回委員会資料の再掲）
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事例

CCi東京 (Charming Construction’s Identity)

【概要】
・「東京都魅力ある建設事業推進協議会」
・東京都はじめ関東甲信越の各県にも設置。
・学識経験者、国・高速道路会社、各種法人、東京都関係局等で構成

・建設事業をより魅力あるものにするために、建設現場のイメージアッ
プのほか、見学会や技能者の顕彰等の活動を実施。

【主な活動内容】
・技能者の表彰
・女性や若手が活躍する建設ステーション（建設現場）の紹介
・「東京都建設系高校生作品コンペティション」の後援
・「土木の日」イベントの参加 等
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事例 CCi東京の構成
委員長 東京工業大学大学院総合理工学研究所教授 屋井鉄雄
副委員長 一般社団法人東京建設業協会長

東京都建設局長
審査委員長 中央大学理工学部都市環境学科教授 樫山和男
委 員 国土交通省関東地方整備局東京国道事務所長

国土交通省関東地方整備局相武国道事務所長
国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所長
国土交通省関東地方整備局国営昭和記念公園事務所長
中日本高速道路株式会社東京支社建設事業部長
首都高速道路株式会社プロジェクト部長
独立行政法人UR都市再生機構東日本賃貸住宅本部工務検査部長

日本下水道事業団関東･北陸総合事務所施工管理課主幹
一般社団法人日本建設業連合会関東支部長
一般社団法人東京都中小建設業協会長
一般社団法人日本道路建設業協会関東支部長
東京都財務局契約調整担当部長
東京都財務局技術管理担当部長
東京都都市整備局企画担当部長
東京都建設局企画担当部長
東京都港湾局港湾整備部長
東京都交通局建設工務部長
東京都水道局建設部長
東京都下水道局計画調整部長

⑤点から面となった取組へ ～官民一体となった体制の構築～ （第3回委員会資料の再掲）



コンセプトの共有
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⑤点から面となった取組へ ～官民一体となった体制の構築～

○各地域ブロック単位にて、受発注者一体となり地域のインフラ・担い手を「守り・創り・育て」、継
続的かつ強力な推進体制を構築。建設業の魅力、目に見える変化を可視的な取組として実施。

国土交通省

各地域ブロック

発注者受注者 有識者

協議会

受発注者が一丸となった
施策の展開

・３者一体となった
地域ブロック協議会

将来の担い手

地域住民

・建設業の
担い手育成

・建設業に関心を持つイベント、
現場の見える化
・「地域の守り手」を再認識



⑥他業界とのコラボレーション・土木学会等との連携

土木広報大賞
【概要】
・土木の役割・意義・魅力について広報を行っている活動または
作品などで他団体の模範となるものや他団体への展開が期待
されるものを表彰している。
・H30.11.12に表彰式を実施し、最優秀賞１件、優秀賞２件を
含む１６件を表彰した。
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◎最優秀賞

広報
名

どぼくカフェ

団体
名

フォーラム・シビル
・コスモス

◎優秀賞

◎優秀賞

広報
名

ワクワク土木土木
デミーとマツの
驚き土木体験イベント

団体
名

噂の土木応援チーム
デミーとマツ

広報
名

CON!CON!富士山の体積
を測る「アイデア」大募集

団体
名

（一）静岡県
建設コンサルタンツ協会

○他業界との連携により、建設業の取組、技術力・魅力のPRを行う。土木学会・企業の広報活
動を取り込むことで、相乗効果による建設業の発展・イメージ向上に繋げる。


